
再評価個票

事 業 名 南阪奈道路（主要地方道美原太子線） 事業主体 大阪府

所在地（区間） 大阪府南河内郡美原町丹上～羽曳野市蔵之内

再評価理由 事業採択後１０年を経過した時点で継続中 採択：平成２年度

事 目 的 南阪奈道路は、大阪と奈良を結ぶ広域幹線道路であり、南河内地域の交通環境の改善や

業 府県間の増大する交通需要に対処することを目的に、一般道路事業と有料道路事業の合

概 併施行として、建設省、大阪府、奈良県、日本道路公団及び大阪府道路公社の５事業者

要 で事業中であり、互いに密接に連携しつつ事業をすすめている。

本路線は、阪和自動車道と連絡することにより自動車専用道路ネットワークを形成し、

大阪都心部と南河内地域及び奈良県中南部を直結し、利用者は走行の安全性や走行性が

確保されるとともに、走行時間の短縮等の著しい利益を受けるものである。

南阪奈道路 全路線

区 間：大阪府南河内郡美原町丹上～奈良県新庄町

内 容 延長・車線：Ｌ＝１６．９⟌（２車線～４車線）

主要地方道美原太子線

区 間：大阪府南河内郡美原町丹上～羽曳野市蔵之内

延長・車線：Ｌ＝４．６⟌（４車線）

上位計画 新道路整備五箇年計画

関連事業 羽曳ケ丘団地計画

事 経 過 事業採択年度：平成２年度 工事着手年度：平成10年度 完成予定年度：平成12年度

業

の 進捗状況 大阪府事業費：約１１０億円 〔参考〕有料道路事業費（大阪府道路公社）

進 （内、用地費約８２億円） 道路公社事業費：５１０億

捗 （内、工事費約２８億円）

状 用地買収率：７５％

況 改良工事率：２５％

等

課 題 ・用地買収の促進

・工事の促進

事

業

概

要

図 別 添

⟌地域の現状

事

南河内地域の幹線道路は南北方向に比較して東西方向の整備が整わず、そのため交通の混雑が

業 慢性化し、社会生活にも支障を来す状況となっている。特に、一般国道１６６号は羽曳野市内に

おいて狭幅員で大型車の通行禁止区間とされている。当地域では、このような現状のもとで、近

を 畿の中心核である大阪と奈良の連携を強化すると共に、府県境における幹線道路の交通緩和のた

めにも、対象地域を東西に結ぶ幹線道路の整備が望まれている。

巡

る ⟌地域の協力体制

社 要望団体

奈良県側で、「南阪奈道路整備促進期成同盟会」設立（Ｓ５５．３）

会 大阪府側で、「大阪南阪奈道路整備促進期成同盟会」設立（Ｈ３．７）

情

⟌地域開発の状況

勢

大阪府羽曳野市埴生野地区において羽曳ケ丘団地が計画され、用地買収概ね完了

の 団 地：約３８０戸

規 模：約１２．８ｈａ

変

化 ⟌その他

等

事

業

効 別紙１参照

果

そ ・南阪奈道路については、建設省、大阪府、奈良県、日本道路公団、大阪府道路公社の

の ５事業者により整備を推進している。

他 ・南阪奈道路の早期完成を図るため平成９年８月より総合有料道路制度の導入

特

記

す

べ

き

事

項


